
富山短期大学学生会選挙規約

第１ 章 総 則

（ 目的）

第１ 条 学生会活動を円滑にし 、 正し い選挙と 完全な引継を行なう 事を目的と する 。

（ 適用）

第２ 条 本選挙規約は、 学生会会長選挙において適用さ れる 。

（ 選挙の管理・ 監督）

第３ 条 選挙における 事務は、 選挙管理委員会がこ れを管理する 。

（ 選挙管理委員会）

第４ 条 選挙管理委員会は、 各ク ラ ス よ り 選出さ れた１ 名ずつの選挙管理委員によ って構成さ れる 。

２ 選挙管理委員は、 次の仕事を行なう 。

⑴ 選挙管理委員長の互選（ 総務委員長兼務）

⑵ 信任投票の管理

⑶ 選挙日の決定

⑷ 選挙公示

⑸ 選挙細則の公示

⑹ 立候補届出、 推薦者名簿の受付け

⑺ 立候補者の公示

⑻ 投票、 開票、 立会人の承認

⑼ 選挙人名簿及び投票、 開票録の作成

⑽ 選挙運動に関する 規定

⑾ 開票、 投票の管理、 不在者投票の設定

⑿ 開票及び投票結果、 当選者公示

⒀ その他、 選挙管理に必要なこ と

３ 選挙管理委員は、 選挙権、 被選挙権を有せず、 任期は４ 月１ 日よ り 翌年３ 月31日ま でと する 。

第２ 章 選挙権及び被選挙権

（ 選挙権者）

第５ 条 学生会会長選挙の選挙権者は現一年生のみと する 。

（ 辞任、 補選）

第６ 条 選挙管理委員の辞任は、 その委員の属する ク ラ ス の会員の過半数の同意を必要と し 、 辞任し た場

合、 そのク ラ ス は一週間以内に補選し なければなら ない。

２ 選挙管理委員会は、 委員長も し く は副委員長の任務遂行不可能と 認めた場合、 ま た、 委員長、 副委員

長の辞任を委員の過半数が認めた場合、 １ 週間以内に補選し なければなら ない。

第３ 章 選挙期日公示及び立候補受付

（ 選挙期日）

第７ 条 選挙は毎年12月に行なわなければなら ない。

（ 立候補受付）

第８ 条 立候補受付は、 公示と 同時に開始する 。
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第４ 章 候 補 者

（ 候補者）

第９ 条 新会長立候補者が２ 名以上と なった場合規約に基づき 選挙を行う 。

２ 立候補者が１ 名だった場合その者を新会長と する 。 その際の信任投票は行なわない。

３ 立候補者が出なかった場合、 予め各ク ラ ス に於いて選出さ れている 次年度の学生会執行部予定者から

学生会長を互選する 。 こ の際も 信任投票は行なわない。

（ 立候補）

第10条 立候補者は、 所定の文書によ る 立候補届を選挙公示のあった日よ り ３ 日以内に選挙管理委員会に

提出し 、 選挙管理委員会の承認を得なければなら ない。

第５ 章 選 挙 運 動

（ 期間）

第11条 運動期間は、 第10条の規定によ り 、 届け出の合った日から 、 投票日前日ま でと する 。

（ 運動禁止者）

第12条 選挙管理委員は、 運動に参加し てはなら ない。

（ ポス タ ー）

第13条 ポス タ ーは立候補者１ 人につき 10枚を、 学生部及び選挙管理委員会の許可を得て貼る こ と ができ

る 。

２ 選挙公報には立候補にあたって抱負・ プロ フィ ール（ 顔写真付き ） 及び推薦者の言葉を添える こ と が

望ま し い。

（ 公報）

第14条 選挙管理委員会は、 立候補者の組、 氏名を記載し た選挙公報を発行し なければなら ない。

第６ 章 投 票

（ 立会人）

第15条 投票には立会人を置き 、 投票立会人は一投票所に１ 名以上と し 選挙管理委員がこ れを兼ねる 。

（ 投票所及び時間）

第16条 選挙管理委員は、 投票所、 及び投票時間を決定し 、 投票日よ り ３ 日以前に公示し なければなら な

い。

（ 不在者投票）

第17条 選挙管理委員会は都合によ り 投票日前に不在者投票を設定する こ と ができ る 。

第７ 章 開 票

（ 開票）

第18条 開票は即日開票と し 、 各候補者が選定し た各１ 名の開票立会人のも と に選挙管理委員が行なう 。

（ 無効投票）

第19条 次の場合、 その投票は無効と する 。

⑴ 規程の用紙を用いてないも の

⑵ 投票用紙に、 ２ 名以上の記名のある も の

⑶ 白票のも の

⑷ その他の場合は、 開票立ち会い人の意見を聞き 、 選挙管理委員会が決定する 。



第８ 章 当 選 規 定

（ 当選）

第20条 有効投票数の最多数を得たも のをも って当選者と する 。 但し 、 有効投票数は、 選挙権のある 会員

の３ 分の２ 以下であってはなら ない。

（ 当選承諾）

第21条 当選者は、 選挙管理委員会が、 当選公示を行った日から ２ 日以内に当選承諾届を選挙管理委員会

に提出し なければなら ない。 提出なき 場合には、 当選を辞し たも のと する 。

（ 当選人決定報告）

第22条 選挙管理委員会は、 当選人決定を全会員に報告し なければなら ない。

（ 再選挙）

第23条 選挙管理委員会は、 次の場合５ 日以内に再選挙を行なわなければなら ない。

⑴ 同投票数で当選者を決定でき ない場合は、 同投票獲得立候補と し て再選挙し なければなら ない

⑵ 有効投票数が、 規定に達し ない場合

⑶ 信任投票によ って信任さ れなかった場合

（ 当選無効）

第24条 次の場合、 当選無効と し て次点者を当選者と する こ と ができ る 。

⑴ 当選者が当選を辞し た場合

⑵ 当選者が、 選挙に関する 規定に反し た行為を行った場合

第９ 章 補 充 選 挙

（ 会長の辞任）

第25条 会長が、 任期中に辞任し た場合、 その日よ り ２ 週間以内に補充選挙を行なう 。

（ 補充選挙）

第26条 補充選挙は、 選挙管理委員がこ れを運営する 。

第10章 罰 則

（ 選挙違反）

第27条 選挙違反の場合は、 当選を取消すこ と が出来る 。 但し 選挙管理委員の３ 分の２ 以上の賛成を必要

と する 。

第11章 補 則

第28条 新会長に決定し た者は一定期間内に各学科を回り 挨拶をし なければなら ない。 その際、 その学科

に所属する 新執行部員はこ れを補佐し なければなら ない。

（ 細則）

第29条 こ の規約の施行に必要な細則は、 選挙管理委員会がこ れを定める 。 細則は選挙管理委員の３ 分の

２ 以上の承認によ り 成立する 。

（ 改正）

第30条 こ の規約の改正は、 総務委員会の３ 分の２ 以上の承認によ り 成立する 。

（ 施行）

第31条 こ の規約は、 昭和46年４ 月１ 日よ り 施行する 。


